
患者番号：

様

・食道、胃、十二指腸の病気が疑われるために、上部消化管(食道、胃、十二指腸)
  を内視鏡で詳しく調べる必要があります。また、病変の診断に組織検査が必要と
  考えられる場合には、病変の一部を採取いたします（生検）。
・ご理解頂き、同意書に御署名をお願いいたします。疑問な点がある場合には御
  説明いたします。

【内視鏡検査にかかわる合併症(偶発症) について】
　診断のための内視鏡検査でも、ごくわずかですが合併症があり得ます。
○前処置に関して
・前処置で使用する薬剤でアレルギーや強い副作用を起こすことがあります。
・薬剤アレルギー、セルシン注射による静脈炎を起こしたことがある方、心臓病、
　緑内障、前立腺肥大症、糖尿病のある方は申し出てください。
・大動脈瘤、脳動脈瘤などの力みを禁じられている方もご注意ください。
・安定剤を希望される方は、御家族に付き添っていただくか、お迎えに来ていただくか、
　もしくはタクシーをご利用ください。
  安定剤を使用した方は、約１時間は病院で休んでいただきます。
○内視鏡の挿入に関して
・内視鏡の挿入時に、咽頭反射により自律神経を介して心臓肺機能に少なからず悪影響
　がある場合があります。また喉は薄くて抵抗が弱く傷つきやすいところです。緊張が
　強すぎて過呼吸のため手足がしびれたりすることがあります。
○生検に関して
・生検で少量の出血はありますが、ときに相当な出血を伴うことがありますので検査後
　は便の色に気をつけてください。
・脳血栓や心筋梗塞等で血液が固まりにくくなる薬を飲んでいる場合は必ず前もって
　お知らせください。

検査に際して軽いものから重篤なものまでさまざまな合併症が起こり得ますが、細心の
注意を払って検査を行います。

　以上、上部消化管内視鏡検査(胃カメラ) の検査内容・合併症について説明しました。
  なお、入院中に繰り返し行う場合は、入院最初に頂いた同意書を有効とします。

南海医療センター 説明医師（署名）：

南海医療センター　院長　殿

　主治医からの説明により、上部消化管内視鏡検査（胃カメラ）の検査内容・合併症に
　ついて理解した上で、 検査を受けることに同意いたします。
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注) 患者様本人が署名できない場合は、代理人の方が
「代理人署名」欄に記載をお願いします。
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